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Ⅰ 日 時 令和７年 11月 27 日（木） 

15：00～15：50 

 

Ⅱ 場 所 兵庫県医師会館６階 

第２・３会議室 

 

Ⅲ 出席者 理事総数 19名 出席理事 15名 

監事総数２名  出席監事２名 

理 事：橋本創（会長）、北川透（副会長）、 

東靖人（副会長）、常岡豊、 

馬殿徹也、西昂、藤久和、具英成、 

宮地千尋、吉田寛、森村安史、 

譜久山剛、大西尚、井上喜通、 

江尻一成 

監 事：大村武久、稲見直邦 

オブザーバー：播間利光（事務長会会長） 

高田郁子 （護部長長会会長） 

 

なお、北川透、東靖人、馬殿徹也、藤久和、

吉田寛、譜久山剛、大西尚、井上喜通、江尻一

成はＷｅｂ会議システムにより出席した。 

 

Ⅳ 会議の成立 

理事 15 名が出席し、定款第 34 条に規定

する定足数を満たしており、本理事会が成

立した旨確認された。 

 

Ⅴ 議 長 

橋本創会長が、定款第 33条の規定により

議長となった。 

 

Ⅵ 議事の経過の要領及びその結果 

１ 協議事項 

⑴令和７年度近畿病院団体連合会第２回委員

会について 

中村事務局長より、資料に基づき、令和７年

度近畿病院団体連合会第２回委員会の議題案

について説明があった。兵庫県民間病院協会

からの提案議題として、橋本会長から「人材紹

介手数料」が挙げられ、協議の結果、全員一致

をもって承認し、可決した。 

 

⑵兵庫県「国民医療を守るための総決起大会」

の決議の賛同（事後承認） 

中村事務局長より、資料に基づき、兵庫県医

師会長より、「国民医療を守るための総決起大

会」の決議の賛同について依頼があった旨説

明があり、協議の結果、全員一致をもって承認

し、可決した。 

 

⑶令和８年度定例理事会等の開催日程につい

て（共通事項） 

中村事務局長より、資料に基づき、令和８年

度の定時総会及び理事会、また、近畿病院団体

連合会委員会、研究発表会等の日程について

説明があり、協議の結果、全員一致をもって承

認し、可決した。 

 

⑷後援名義の使用承認について 

中村事務局長より、資料に基づき、以下の行

事の後援を承認することについて説明があり、

協議の結果、全員一致をもって承認し、可決し

た。 

①令和７年度兵庫県輸血医療従事者研修会 

（事後承認＝従前からの承認事業） 

ア 依頼者  兵庫県合同輸血法委員会 

委員長 杉本 健 

イ 日 時  令和８年１月 10 日（土）

13：00～15：40 

ウ 場 所  Web 配信 

令和７年度 第７回理事会議事録（速報） 
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②兵庫慢性腎臓病シンポジウム 2025（従前

からの承認事業） 

ア 依頼者  ＮＰＯ法人兵庫県腎友会 

会長 松菱 理恵子 

イ 日 時  令和８年３月１日（日） 

13：30～16：00 

ウ 場 所  尼崎市総合文化センター 

 

２ 報告事項 

⑴編集委員会からの報告 

譜久山委員長より、資料に基づき、令和８年

会報の執筆分担、誌上シンポジウムのテーマ

等について、会報編集委員会からの報告があ

った。 

また、中村事務局長より、各役員へ令和８年

１月号に掲載する「年頭所感」への執筆依頼の

報告があった。なお、原稿の締切は令和８年１

月６日（火）。 

 

⑵経営労務委員会からの報告 

中村事務局長より、資料に基づき、「病院給

与・労働条件実態調査」は例年通り調査依頼を

11 月下旬、提出期限を２月末、結果送付を４

月下旬とすることについて報告された。また、

今後の実施調査について、参加病院が年々少

なくなっていることや、事務作業の多さ等を

踏まえ、各支長事務長会で調査方法の見直し

や活用状況について意見を聞き、その結果を

もとに 12月に再度委員会を開催し、今後の調

査について協議することとなった旨、報告が

あった。 

 

⑶都道府県病院協会連絡協議会 緊急要望書 

（上野厚労大臣） 

橋本会長より、資料に基づき、都道府県病院

協会連絡協議会より、厚生労働大臣に緊急要

望書を提出した旨説明があり、また、10 月理

事会でも説明のあった、都道府県病院協会連

絡協議会および兵庫県病院関係４団体から兵

庫県知事への緊急要望書、兵庫県議会議長へ

の陳情書を 11月７日に提出した旨、報告があ

った。 

⑷会員の変更について 

橋本会長より、以下のとおり会員の変更が

報告された。 

支長名 東阪神 

病院名(法人名省略) 
阪神リハビリテーショ

ン病院 

新会員名 
役職 病院長 

氏名 有田
あ り た

 憲生
の り お

 

旧会員名 
役職 病院長 

氏名 黒川
くろかわ

 英司
え い じ

 

変更年月日 R7.9.1 

 

３ その他 

⑴令和７年年末特別講演会・懇親会の役割分

担について(共通事項) 

中村事務局長より、資料に基づき、10 月理

事会で承認された役員の役割分担について再

度案内があった。 

 

⑵令和７年度兵庫県医師会「かかりつけ医機

能報告制度及び地域フォーミュラリに関す

る研修会（シンクタンク講演会）」における

出席の依頼について 

中村事務局長より、資料に基づき説明があ

った。既に事務局から案内をしており、現在、

事務局で出欠を取りまとめ中であることが報

告された。 

 

 

Ｗｅｂ会議システムを用いた本理事会は、終

始異常なく終了した。 
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１ 日時 令和７年 12月２日（火） 

15：00～19：00 

２ 会場 神戸ポートピアホテル 大輪田の間 

３ 主催 （一社）兵庫県民間病院協会 

（一社）兵庫県病院協会 

兵庫県病院企業年金基金 

兵庫県病院協同組合 

（一社）兵庫県全日本病院協会 

兵庫県医療法人協会 

４ スケジュール 

⑴特別講演会（15：00～16：45） 

講 師 公益社団法人全日本病院協会 

会長  神野 正博 氏 

演 題 「“病”院の持続可能性のために」 

⑵懇 親 会（17：00～19：00） 

 

 

恒例の兵庫県病院関係６団体共催による「年

末特別講演会・懇親会」が、12月２日（火）、神

戸ポートピアホテルで開催され、会員・来賓約

190 名が参加して研鑽と交流のひとときをもっ

た。

 特別講演会では、公益社団法人全日本病院協

会の神野 正博会長を講師に招聘し、「“病”院の

持続可能性のために」をテーマにご講演いただ

いた。医療機関の深刻な経営危機の実態と、そ

の打開に向けた戦略的提言がなされ、また、厳

しい環境下であるからこそ、病院のリーダーが

「ＡＴＭ“明るく、楽しく、前向きに”」の精神

を持つことの重要性を述べられた。参加者から

の関心は高く、質問が相次ぎ、熱のこもった講

演会となった。 

 

講師  神野 正博 氏 

その後、斎藤元彦兵庫県知事をはじめとする

多数のご来賓を招いて懇親会が開催され、参加

者は会食の場を楽しんだ。 
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（公社）神戸市民間病院協会 

令和７年１１月度 第５回理事会 

 

日  時 令和７年 11月 13日（木） 

15：00～15：35 

場  所 神戸看護専門学校 ８階 講堂 

 

 理事総数 15名 出席理事数 12名 

 監事総数 ２名 出席監事数 １名 

 

出席役員 

代表理事（会長）西昂（議事録作成者） 

理  事 髙橋玲比古、吉田 寛、宮地千尋、

金守良、稲見直邦、吉田泰久、 

中井正信、久野英樹、笹野哲郎、 

大西安代、中野市雄 

監  事 西村元延 

 

出席参与・参事 

参  与 藤久和、具英成 

参  事 横内幸男、阿児良典、谷口美幸、 

高田郁子、乕田美幸 

 

理事代理 

 藤井正彦理事代理 川田一途 

 

上記出席者のうち、理事 宮地千尋、金守良、

吉田泰久、久野英樹、笹野哲郎、参事 谷口美

幸は WEB会議システムを用いて出席した。 

 

上記のとおり出席があったので、定款第 33

条の規定により会長 西昂が議長となり、審議

に先立ち、WEB会議システムにより、出席者が

一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明

が互いにできる状態となっていることを確認

した上で、開会を宣し議事に入った。 

報告事項１ 令和７年 10月度管理部門並びに

看護専門学校等の収支報告 

議長の指名により事務局長から、10 月度の

管理部門並びに看護専門学校等の収支につい

て報告を行った。 

報告事項２ 学校報告 

議長の指名により学校長から下記の報告を

行った。 

⑴ 学生の状況 

１年生： 

 10 月末 

インフルエンザ感染者 １名 

２年生： 

10 月 29 日 

関西看護学生看護研究大会に参加（神戸

文化ホール） 

次年度のケーススタディに活かせるよう

聴講していた。 

３年生： 

11 月 4日～11月 21 日 

専門分野実習（統合実習・在宅看護論実習）         

臨地での実習終了後、11 月 26 日・27 日 

実習まとめを行い全実習終了。 

11 月 インフルエンザ感染者 １名 

第 115 回看護師国家試験 願書提出 

11 月 10 日（受験者数：57名） 

⑵ 2026 年度入学試験について 

10 月 31 日：推薦入試・社会人入試Ａ・Ｂ終了 

11 月 11 日：入試会議にて合否判定 

11 月 12 日：合格発表 

＊ホームページにて発表 

〇一般入試（一次試験）について 

試験日時：12月 10 日 10 時～ 
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願書受付：11月 12 日～11 月 25 日 

 試験科目：国語総合・面接・書類審査 

 合格発表：12月 17 日 

＊ホームページにて発表 

⑶ 学校教育法一部改正に伴う学則変更につ

いて 

学校教育法一部改正（令和 7年 6月 18 日公

布。令和８年４月１日施行）に伴う学則の変更

内容を検討、11 月中に兵庫県教育課に学則変

更案を提出予定。 

⑷ 今後の予定 

12 月 22 日 14：00～16：00 

臨地実習指導者研修会 

本校８階講堂にて開催 

テーマ ：指導者・学生ともに輝ける臨地実習

にするために 

講師：KYOU－SHIEN 代表 池西 静江 先生 

＊現在、実習施設へ案内送付し参加者募集中 

報告事項３ 事務長部会・看護部長部会の取

り組み 

議長の指名により事務局長から、「事務長部

会・看護部長部会 年末合同研修会」（11月 28

日開催予定）の概要及び参加者の状況、「看護

部長部会 第１回管理者研修会」（10 月２日開

催）の実施結果について報告を行った。 

報告事項４ 医療職者研修会について 

議長の指名により事務局長から、第３回医

療職者研修会（10月 23 日 演題：安心・安楽

なケアを支える技術を学ぶ）の実施結果の報

告を行った。 

議題１ 東校舎に係る神戸市との建物使用貸

借契約の締結について（報告） 

議長の指名により事務局長から、９月理事

会にて承認を得た、東校舎の１階部分を山の

手ふれあいのまちづくり協議会の活動場所と

して提供するため、神戸市（地域協働局）と締

結する建物使用貸借契約について、11 月１日

付で契約が完了した旨報告した。 

 

議題２ 就業規則及び規程の改正の進め方に

ついて 

議長の指名により事務局長から、協会の就

業規則及び規程について、前回改正（令和２年

６月）以降の法改正内容の反映及び自動車等

通勤の許可要件の緩和等の理由により、年度

内を目標に見直しを進めていく旨説明した。 

議長は、本案を議場に諮った結果、異議なく

承認された。 

議題３ 医療・介護従事者向け人生会議（ACP）

実践報告会の開催について（報告） 

議長の指名により事務局長から、神戸市健

康局が主催する「医療・介護従事者向け人生会

議（ACP）実践報告会【職種毎の実践編】」（12

月４日実施予定）の内容を説明した。 

議題４ その他 

・12月理事会 12 月 11 日（木）15：00～ 

・事務局長から、理事会における、現地とWEB

でのハイブリッド会議の音声環境を改善

するため、12 月又は１月理事会より会場

を講堂から会議室に変更する旨説明した。 

 

 

（一社）神戸市第二次救急病院協議会 

第６回理事会議事録 

 

日  時 令和７年 11月 13 日（木） 

16：00～16：50 

場  所 神戸看護専門学校 ８階 講堂 

出席役員 理事 12名（Web２名含む） 

監事２名（Web１名含む） 

実行委員９名（Web１名含む） 

議  長 高橋 会長 
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議  題 

１．神戸市消防局より 

①12 誘導心電図プロトコール策定に関する情

報交換について 

神戸市消防局救急課より、令和４年度の日

本循環器学会及び日本臨床救急医学会が救急

現場の実情を踏まえた「12 誘導心電図測定プ

ロトコール」を提言した経緯を鑑み、神戸市消

防局においても、この度の救急情報システム

の導入により、12 誘導心電図の伝送が可能と

なり、12 誘導心電図プロトコール作成に至っ

たとした。この神戸市消防局作成プロトコー

ルについては国通知適用基準に基づき現場救

急隊が判断に迷う事なく対応できる様明確で

シンプルな項目構成とし、早期・広範なスクリ

ーニングが可能な基準案とした。又、この基準

案での留意点としては、速やかな測定が困難

と判断した場合は搬送を優先すると定義した。

加えてこの度の救急情報システムでは、心電

図は救急車内のモニターを写真撮影し画像デ

ータとして搬送先へ伝送する事が可能とした。

以上、神戸市 12誘導心電図プロトコール策定

の現況が紹介され、高橋会長が、本日の理事会

にて当協議会循環器（Ⅰ）輪番担当病院等へ意

見を求めたところ、神戸市消防局担当との複

数の質疑応答が行われた後、理事会承認され

た。今後のスケジュールとしては令和８年４

月１日運用開始に向け、詳細検討の諸会議開

催予定も発表された。 

②救急情報システム構築に係る Mefis セキュ

リティー審査への協力依頼について 

今回の消防局救急情報システム構築には当

協議会 Mefis システムとの連携が不可欠であ

るが神戸市ではシステムを導入時に「情報セ

キュリティーポリシー適合審査」を受け承認

を得る必要がある。そこで、Mefis システムも

同様に審査対象となり、Mefis に関する資料提

出依頼があり、システム担当業者の国際航業

（株）に資料作成を依頼し記載完了文書の提

出について当協議会で了解を得たいとし国際

興業（株）担当者より説明があった。これを受

け、高橋会長が理事会に諮ったところ異議な

く承認された。 

 

２．令和７年度年末年始当番体制について 

釜戸事務局長より年末年始の当番体制の現

状報告があり、基本科目及び整形外科専門科

目において当番日は昨年と同様程度に充当さ

れているがやはり空白日があり、特に基本科

目当番枠は多数の空白があるので、例年通り

基本科目、整形外科専門科目に当番強化期間

の特別加算金を設ける提案があった。その提

案の加算金内容は昨年度と同様で強化期間は

６日間(12 月 29 日～１月３日)とし、其々当番

１単位で３万円に設定するとした。又、この特

別加算金については、本年度も神戸市より加

算補助金が予算化されているとも報告された。

これを受けて、高橋会長が理事会に諮ったと

ころ異議なく承認された。早速、明日事務局よ

り各会員病院宛に文書にて通知し、空白日当

番を募集する事となった。 
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事務長会定例会 議事録 

 

日 時 令和７年 11月 21日（金）15：00～ 

場 所 小田南生涯学習プラザ 小会議室１ 

 

出 席 西宮、宮宗、伊藤、河上、向井、井内、 

植木、井上、石橋、畑林、堀、齋藤、 

野﨑、徳岡、小山、鈴木、辻井、倉富、 

田島 計 19名 

議 題 

１ 事務長会・看護部長会合同研修会の報告

について 

・10月 25 日（土）ホテル日航姫路 

元阪神タイガース 関本賢太郎氏講演 

 

２ 東阪神民間病院協会・尼崎民間病院協会

合同院長会について 

・12月 4日（木）都ホテル 17：00 開始 

来賓多数参加予定 

 

３ 病院給与・労働条件実態調査について 

・アンケート結果から、様々な意見があった 

ので取り纏めて支部として報告 

 

４ 第 44回事務長会・看護部長会合同研修会

に向けて（当番） 

・合同研修会内容の検討 

 

５ 適時調査・病院立入検査報告について 

病院立入 

おおくま、伊丹恒生脳神経外科、樋口胃腸、

立花、わしだ、伊丹せいふう、医療生協 

 

・当直、非常勤医師健康診断結果の内容項目不

足について 

 

近畿厚生局適時調査  調査なし 

 

６ その他 

・リハビリ目的での労災入院、請求減額について 

・医師賠償保険について 

・求人広告詐欺について 

 

次回開催 令和７年 12月 19（金）16：00～ 

場所 尼崎中小企業センター 

 

 

 

 

２０２５年度 事務長研修会 議事録 

 

日 時 令和７年 11月 20 日（木） 

15：30～17：00 

場 所 西宮市医師会 会議室 

出席者 32名のうち 17名出席 

議 長 伊田会長 

書 記 岡田会報編集委員 

 

講 義 

マインドフルネス講義（講師：有馬病院 臨床

心理室長 清瀬氏） 

・「マインドフルネスとは」・「適用領域とその

効果」・「体験・医療領域におけるマインドフ

ルネスとその可能性について」という項目

で有馬病院 臨床心理室長 清瀬氏による

講義があった。 

・科学的なメンタルケアで医療・介護分野にお

いて「ストレス軽減法」として活用されてい
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る。くつろぎモードを意図的につくること

により、ストレス・不安の軽減、気分の安定

等の効果がある。清瀬氏により実演したと

ころ、多数の出席された事務長がリラック

スできたとのこと。 

 

議 案 

１ 医事部会より報告（伊田会長） 

・医事部会の議事録より、連絡事項１項目、議

題９項目の報告がなされた。 

２ 令和７年度会報編集委員会報告（園田会

報編集委員長） 

・ 表紙の色については青竹色に決定 

・原稿の執筆分担についての説明があった 

・誌上シンポジウム（令和８年７月号）のテー

マは「経営改善に向けた対応」 

３ １日研修会について（國見総務編集長） 

・2026年 1月 17日（水）10：00受付 

10：20～16：00 場所 三ノ宮 

 内容：医療ＤＸについて 

講師：HITO病院 石川理事長 

※2026 年１月の事務長会はこの研修会に替

える予定 

 

 

 

 

第６２５回 事務長会・役員会 議事録 

 

日 時 令和 7年 11 月 11 日（火） 

16：30～17：00 

場 所 ホテルキャッスルプラザ 西明石 

出席者 黒川、田中、藤井、伊福、船木、山野、 

永田、西井、村上 

 

協議事項 

１ 令和７年 10月会計報告→承認 

２ 今年度事業について 

・講師に東京大学教授・渋滞学者で交通や人

の流れの“ムダ”を科学的に分析されてい

る西成活裕先生を招聘して研修会を開催

する。会場はホテルキャッスルプラザ西

明石とし、開催日は２月開催で調整を行

う。詳細が確定次第、他の支部も含めて案

内を行う。 

・2027 年度から運用開始予定の役員会の輪

番制導入については、2026 年度総会で報

告を行う。 

３ 医療情報交換 

・各施設の保健所、消防などの立ち入り調査

実施状況について意見交換を行った。 

 

次回開催予定 

 日時：2025 年 12 月９日（火）16：30～ 

 場所：ホテルキャッスルプラザ西明石 
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令和７年度 第６回 理事役員会 

 

日 時 令和７年 11月 29 日（土）13：00～ 

場 所 姫路キャッスルホテル ２階松竹の間 

 

理事総数 12 名 出席理事数 ７名 

監事総数 ２名 出席監事数 １名 

 

出席役員 

会 長：東 靖人 

副会長：井上喜通 

理 事：井野隆弘、江尻一成、山本英雄、 

塚崎高志、森泰宏 

監 事：中谷裕司 

 

議 題 

１．西播民間病院協会 検討事項 

⑴姫路市・西播介護事業者連絡協議会におけ

る医療・介護勉強会の開催 

「姫路市における医療・介護の機能分化を学

ぶ～適正なベッド利用でミスマッチを防ぎ

たい～」 

開催日時 令和７年 11月 29 日（土） 

15：00～18：00 

場  所 姫路市医師会館 ５階大ホール 

⑵令和７年度第２回 中播磨地域健康福祉推

進協議会 医療部会 兼 播磨姫路圏域 地域

医療構想調整会議の報告 

【令和 7年度 中・西播磨 看護職合同就職

説明会への共催】 

 

⑶令和８年度 西播民間病院協会 理事役員会

の開催日程(事業計画案)について 

⑷令和７年度 西播民間病院協会 会員病院会

費徴収及び特別会費徴収について 

⑸11月 28 日閣議決定の「令和７年度補正予

算案の主要施策集」の概要について 

⑹理事役員会の日程 

①第７回 理事役員会・新年会 

日 時：令和８年１月 15日（木） 

18：00～ 

場 所：ホテル日航姫路２階 桃李 

来 賓：姫路市医師会長 國部伸也 様 

②第８回 理事役員会 

日 時：令和８年３月 21日（土） 

13：00～ 

場 所：姫路キャッスルホテル ２階 
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令和７年 12月 ２日（火）  令和７年 年末特別講演会・懇親会 

兵庫県医療審議会医療法人部会 

４日（木）  県病院協会・県民間病院協会・県医師会との懇談会 

        26日（金）  仕事納め 

 

〔 予定 〕 

令和８年 １月 ５日（月）  仕事始め 

15日（木）  理事会 

17日（土）  第 16回ヤングフォーラム 

19日（月）  会報編集委員会 

 

 

 

 

 

  

 

 

「令和７年度近畿病院団体連合会第２回委員会」 

議題に対するアンケート調査ご協力のお願い 

 

当協会は近畿２府４県の病院協会 10団体で構成する近畿病院団体連合会に所属しており、 

年２回委員会を開催し、近々の医療情勢の諸課題を協議し国等に要望するとともに、各府県の施

策等について情報交換しております。 

令和７年度は当協会が開催担当として委員会を開催いたしますが、当日の協議が円滑に進むよ

う、下記協議議題に関しての当協会会員の現状を把握することとし、アンケートを実施しており

ますので、ご協力頂きますようお願いいたします。 

 

１ 委員会での協議議題 

① 医師・看護師・看護助手等、医療従事者確保に要する斡旋業者の費用について 

 

２ アンケートへの回答方法 

 兵庫県民間病院協会ホームページ（ https://hgminkanhp.com/ ） 

→「近畿病院団体連合会第２回委員会アンケート」バナーからご回答ください。 
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Ⅰ 日 時 令和７年 11月 27 日（木） 

15：00～15：50 

 

Ⅱ 場 所 兵庫県医師会館６階 

第２・３会議室 

 

Ⅲ 出席者 理事総数 13名 出席理事 10名 

監事総数２名  出席監事２名 

理 事：宮地千尋（会長）、吉田寛（副会長）、 

鄭正秀（副会長）、橋本創、 

吉田純一、常岡豊、西昂、中井正信、 

大石麻利子、譜久山剛 

監 事：大隈健英、東靖人 

 

なお、吉田寛、吉田純一、大石麻利子、譜久

山剛は Web 会議システムにより出席した。 

 

Ⅳ 会議の成立 

理事 10 名が出席し、定款第 35 条に規定

する定足数を満たしており、本理事会が成

立した旨確認された。 

 

Ⅴ 議 長 

宮地千尋会長が、定款第 34条の規定によ

り議長となった。 

 

Ⅵ 議事の経過の要領及びその結果 

１ 協議事項 

⑴第 16回ヤングフォーラムの役割分担につい

て 

中村事務局長より、資料に基づき、役割分担

について説明があり、協議の結果、全員一致を

もって承認し、可決した。 

 

⑵令和８年度定例理事会等の開催日程につい

て（共通事項） 

中村事務局長より、資料に基づき、令和８年

度の定時総会及び理事会、また、近畿病院団体

連合会委員会、研究発表会等の日程について

説明があり、協議の結果、全員一致をもって承

認し、可決した。 

 

２ 報告事項 

なし 

 

３ その他 

⑴令和７年年末特別講演会・懇親会の役割分

担について(共通事項) 

中村事務局長より、資料に基づき、10 月理

事会で承認された役員の役割分担について再

度案内があった。 

 

 

Web 会議システムを用いた本理事会は、終始

異常なく終了した。 

 

 

一般社団法人 兵庫県全日本病院協会 

令和７年度 第６回理事会議事録（速報） 
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【主な報告事項】 

●沖縄県支部 副支部長の退任について 

猪口副会長より、沖縄県副支部長の髙石利

博先生（医療法人博寿会もとぶ記念病院 院

長）が逝去されたことに伴い、副支部長を当面

欠員とすることが報告された。 

●中央社会保険医療協議会 費用対効果評価

専門部会・薬価専門部会・保険医療材料専門

部会合同部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 20回・2025.10.15） 

・条件及び期限付き承認を受けた再生医療等

製品について、①薬価及び材料価格算定に

おける課題、②薬価及び材料価格収載後の

価格調整における課題、③改めて承認を受

けた後の取り扱いに関する課題の現状と論

点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 費用対効果評価

専門部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 73回・2025.10.15） 

・費用対効果評価制度の見直しに関する検討

（その２）として、分析方法に関する事項

（①既収載費目の指定、②比較対照技術、③

介護費用の取扱い、④ICER の不確実性、⑤

価格調整）の現状・課題、論点が提示され議

論した。 

●中央社会保険医療協議会 保険医療材料専

門部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 132 回・2025.10.15） 

・保険医療材料制度の見直しに関する検討（そ

の２）として、①イノベーションの評価（特

定保険医療材料の補正加算、新たな医療機

器や体外診断用医薬品を用いた医療技術の

評価等）、②保険適用の手続きに係る事項の

現状・課題、論点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 620 回・2025.10.15） 

・条件及び期限付き承認を受けた再生医療等

製品に対する対応の論点が提示され、了承

された。 

・費用対効果評価専門組織から、医薬品の費用

対効果評価案が提示され了承された。 

・2025 年 11 月収載予定の臨床検査、2025 年

10月22日収載予定の新医薬品の保険適用が

了承された。 

・最適使用推進ガイドラインが策定された医

薬品の保険適用上の留意事項を発出する旨

が報告された。 

・DPCにおける高額な新規の医薬品等への対応

について、提案通り了承された。 

・在宅自己注射指導管理料の対象薬剤を追加

する旨の説明があり了承された。 

公益社団法人 全日本病院協会 

２０２５年度 第６回常任理事会 

日 時  2025 年９月 20日（土）13：00～16：00 

場 所  全日本病院協会 大会議室 

出席者  定数 25名、出席 22名（うち WEB 会議出席９名） 

議  事  要  旨 （抜 粋）
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・DPC対象病院３病院の退出について報告が行

われた。 

（第 621 回・2025.10.17） 

・外来（その２）として、①かかりつけ医機能

に係る評価、②生活習慣病に係る評価、③外

来機能の分化の推進に係る現状と課題、論

点が提示され議論した。 

・個別事項として、①後発医薬品の安定供給・

使用促進等に係る取組状況、②バイオ後続

品の使用促進に係る取組、③服用薬剤調整

支援に係る現状と課題、論点が提示され議

論した。 

・歯科用貴金属価格の随時改定について報告

が行われた。 

（第 622 回・2025.10.24） 

・個別事項（その２）として精神医療、個別事

項（その３）として敷地内薬局に係る現状と

課題、論点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 費用対効果評価

専門部会・薬価専門部会・保険医療材料専門

部会合同部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 21回・2025.10.29） 

・条件及び期限付き承認を受けた再生医療等

製品に関して、再生医療イノベーションフ

ォーラム、日本バイオテク協議会からヒア

リングが行われた。 

●中央社会保険医療協議会 薬価専門部会に

ついて 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 240 回・2025.10.29） 

・2026年度薬価改定について、①長期収載品、

②オーソライズド・ジェネリック（ＡＧ）・

バイオＡＧ、③後発品の価格帯集約、④薬価

の下支えに係る論点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

 津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 623 回・2025.10.29） 

・薬価削除願が提出された 506 品目について、

厚生労働省において薬価削除して差し支え

ないと判断されたことから、11 月頃に経過

措置に移行予定とし、経過措置期間は 2026

年３月末までとなる旨が報告された。 

・入院（その３）として、①療養病棟入院基本

料、②障害者施設等入院基本料・特殊疾患病

棟入院料、③身体的拘束に係る課題と論点

が提示され議論した。 

・個別事項（その４）として、①臓器移植、②

臍帯血移植に係る現状と課題、論点が提示

され議論した。 

・医療機関を取り巻く状況として、医療機関の

経営状況の現状と課題が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 薬価専門部会・

費用対効果評価専門部会合同部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第８回・2025.11.５） 

・創薬力向上のための官民協議会ワーキング

グループ議論の整理が報告された。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 624 回・2025.11.５） 

・支払側（１号側）の佐保昌一氏が退任し、後

任として永井幸子氏（日本労働組合総連合

会総合政策推進局長）が就任、診療側（２号

側）の池端幸彦氏が退任し、後任として小阪

真二氏（全国自治体病院協議会副会長）が就

任、専門委員の岡本章氏が退任し、後任とし

て田島健一氏（佐賀県白石町長）が就任した。 

・2025 年 11 月 12 日収載予定の新医薬品・Ｐ

ＥＴの保険適用が了承された。 

・市場拡大再算定品目として１成分、１品目が

了承された。 

・最適使用推進ガイドラインが改訂された医

薬品の保険適用上の留意事項を発出する旨

が報告された。 

・費用対効果評価専門組織から、２品目の費用

対効果評価結果に基づく価格調整案が提示

され了承された。 

・DPCにおける高額な新規の医薬品等への対応

について、提案通り了承された。 

・入院（その４）として、①包括期入院医療、

②包括期入院料に包括される薬剤等、③入
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退院支援、④看護職員の確保と働き方等に

係る課題と論点が提示され議論した。 

・個別事項（その５）として、①がん対策に係

る評価、②難病対策に係る評価、③透析医療

に係る評価、④緩和ケアに係る評価につい

て現状と課題、論点が提示され議論した。 

（第 625 回・2025.11.７） 

・外来（その３）として、①療養・就労両立支

援指導料、②情報通信機器を用いた診療に

係る現状と課題、論点が提示され議論した。 

・入院時の食費・光熱水費（その１）として、

①入院時の食費、②入院時の光熱水費に係

る課題と論点が提示され議論した。 

・個別事項（その６）として、入院から外来へ

の移行に係る課題と論点が提示され議論し

た。 

●中央社会保険医療協議会 費用対効果評価

専門部会・薬価専門部会・保険医療材料専門

部会合同部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 22回・2025.11.12） 

・条件期限付き再生医療等製品の診療報酬上

の算定方法の見直しについて、①薬価及び

材料価格算定、②薬価及び材料価格収載後

の価格調整、③改めて承認を受けた後の取

り扱いに係る論点、とりまとめの方向案が

提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 費用対効果評価

専門部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 74回・2025.11.12） 

・費用対効果評価制度改革に関して、日本製薬

団体連合会、日本医療機器産業連合会等か

らヒアリングが行われた。 

●中央社会保険医療協議会 保険医療材料専

門部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 133 回・2025.11.12） 

・保険医療材料制度の見直しに関する検討（そ

の３）として、①医療機器の安定供給に係る

事項、②内外価格差等の是正、③保険適用の

手続に係る事項、④その他の事項に係る現

状、課題、論点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 626 回・2025.11.12） 

・2025 年 12 月１日収載予定の医療機器・臨床

検査の保険適用が了承された。 

・在宅（その３）として、①訪問診療・往診等、

②訪問看護に係る課題と論点が提示され議

論した。 

（第 627 回・2025.11.14） 

・費用対効果評価専門組織から、医薬品等の費

用対効果評価案が提示され了承された。 

・入院（その５）として、①回復期リハビリテ

ーション病棟、②リハビリテーション、③病

棟における多職種の連携に係る課題と論点

が提示され議論した。 

・在宅（その４）として、①歯科訪問診療、②

薬局における訪問薬剤管理指導に係る現状

と課題、論点が提示され議論した。 

・個別事項（その７）として、長期収載品の選

定療養に係る論点が提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 薬価専門部会に

ついて 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 241 回・2025.11.19） 

・2026 年度薬価改定について、①高額医薬品

（感染症治療薬、認知症薬）における薬価算

定方法、②類似薬効比較方式（Ⅱ）の見直し、

③薬価に関するルール、④その他（診療報酬

改定がない年の薬価改定等）に係る論点が

提示され議論した。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

 津留常任理事より下記の報告がされた。 

 （第 628 回・2025.11.19） 

 ・・入院（その 6）として、①特定機能病院入

院基本料、②医師の診療科偏在、③働き方改

革、④地域加算、⑤病院薬剤師に係る課題と

論点が提示され議論した。 

 ・・個別事項（その 8）として、①小児・周産

期医療、②感染症対策、③医療安全、④災害
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医療に係る現状と課題、論点が提示され議

論した。 

●中央社会保険医療協議会 保険医療材料専

門部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 134 回・2025.11.21） 

・特定保険医療材料に関して、日本医療機器産

業連合会、日本臨床検査薬協会等からヒア

リングが行われた。 

●中央社会保険医療協議会 診療報酬改定結

果検証部会について 

津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 75回・2025.11.21） 

・2024 年度診療報酬改定の結果検証に係る特

別調査（2025 年度調査）の報告書案が提示

された。 

●中央社会保険医療協議会 総会について 

 津留常任理事より下記の報告がされた。 

（第 629 回・2025.11.21） 

・診療報酬改定結果検証部会から、2024 年度

診療報酬改定の結果検証に係る特別調査

（2025 年度調査）が報告された。 

・歯科医療（その２）として、①歯科疾患・口

腔機能の管理等の生活の質に配慮した歯科

医療、②多職種連携、③歯科衛生士・歯科技

工士の定着・確保、④歯科治療のデジカル化

等、⑤その他に係る論点が提示され議論し

た。 

●地域医療構想及び医療計画等に関する検討

会について 

猪口副会長より下記の報告がされた。 

（第５回・2025.10.15） 

・新たな地域医療構想策定ガイドラインにつ

いて、①構想の策定・取組の進め方、②病床

等の医療需要の見込みについて議論した。 

（第６回・2025.10.31） 

・新たな地域医療構想策定ガイドラインにつ

いて、①医療機関機能、②構想区域、③地域

医療構想調整会議等について議論した。 

（第７回・2025.11.14） 

医師確保計画の見直しについて、①第８次

（前期）医師確保計画の取組と課題、②医師偏

在指標と目標医師数、③医師偏在是正プラン

（重点医師偏在対策支援区域）、④医師少数区

域等の勤務経験を求める管理者要件、⑤医師

確保の取り組みに係る現状・課題、論点が提示

され議論した。 

●循環器病対策推進協議会について 

美原副会長より下記の報告がされた。 

（第 15回・2025.10.17） 

・コア指標の選定及び今後の中間評価の進め

方について指標についての検討、対応案が

提示され了承された。 

・脳卒中・心臓病等総合支援センターについて、

京都府での取り組み事例が紹介された。 

●社会保障審議会医療部会について 

神野会長より下記の報告がされた。 

（第 120 回・2025.10.27） 

・医療機関の業務効率化・職場環境改善の推進

に関する論点が提示され議論した。 

・2023 年度・2024 年度の病院・診療所の経営

状況が報告された。 

・2026年度診療報酬改定の基本方針について、

基本認識、基本的視点、具体的方向性が提示

され議論した。次回骨子案が示され、引き続

き議論が行われる予定である。 

●医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に

関する検討会について 

美原副会長より下記の報告がされた。 

（第 12回・2025.11.20） 

・2027 年度の医学部臨時定員の方針案が提示

され議論した。 

・次期医師確保計画策定ガイドラインにおけ

る医師養成過程の取組に係る見直しについ

て現状・課題、論点が提示され議論した。 

●医療事故調査制度等の医療安全に係る検討

会について 

今村常任理事より下記の報告がされた。 

（第５回・2025.10.29） 

・医療事故調査制度等の医療安全に係る検討

会報告書案が提示された。構成員から挙げ

られた文言修正等については座長代理に一

任することとなった。 
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●電子処方箋推進会議について 

美原副会長より下記の報告がされた。 

（第５回・2025.９.29） 

・電子処方箋の普及・活用拡大に向けた対応状

況が報告された。 

・一般社団法人日本災害医学会、一般社団法人

日本循環器学会から電子処方箋等の臨床上

の活用が紹介された。 

●医療機関における控除対象外消費税に関す

る調査報告書について 

須田常任理事より下記の報告がされた。 

・日本病院会、全日本病院協会、日本医療法人

協会、日本精神科病院協会、日本慢性期医療

協会及び全国自治体病院協議会の会員から

800 病院を抽出し実施した。 

・回答数は 267 病院、うち有効回答数は 259 病

院であった。 

・調査結果からみた診療報酬上乗せ補填方式

の評価として、医療機関の負担増加分を診

療報酬に上乗せして補填する現行方式では、

病院数ベースで５割を超える病院で補填不

足が発生し、診療報酬上乗せによる一律の

補填方式には限界がある。課税方式を含め

て、実情に合わせた補填の方法を検討する

必要があるとの結論とした。 

●総合医リカレント実践事業「診療の場の提

供」事業の募集について 

井上常任理事より、厚生労働省「総合的な診

療能力を持つ医師育成のためのリカレント教

育事業」に採択されたことを受けて、「診療の

場の提供」事業の募集を開始したことが報告

された。また、同事業への参加の協力が要請さ

れた。 

●災害時等における船舶を活用した医療体制

強化に係る調査検討業務実動訓練・図上訓

練の実施について 

猪口副会長より、2025 年 11 月 16 日（日）

に神戸港で行われた船舶を活用した実働訓練

に AMAT1 チーム（医師、看護師、薬剤師、業務

調整員）及び 17日（月）に神戸駅前研修セン

ターで開催した図上訓練に AMAT の業務調整員

１名が参加したことが報告された。 

●各委員会報告について 

・利益相反管理委員会委員長の中村副会長よ

り、当協会利益相反管理規程に基づき、2025

年度厚生労働科学研究を実施している研究

者１名について審査を行った結果、利益相

反に係る事項は無いと確認したことが報告

された。 

●四病協報告について 

・神野会長より、2025 年 10 月 29 日に四病協

として「病院医療提供体制を維持し地域医

療を確保する為の要望書」を上野厚生労働

大臣へ提出したことが報告された。 

・神野会長より、「四病院団体協議会新年会員

交流会」を 2026 年１月９日（金）午後５時

30 分よりパレスホテル東京「葵」で開催す

ることが報告された。 

●厚生労働省、日医、各団体報告について 

・井上常任理事より、一般社団法人日本専門医

機構理事会（第 17 回）の報告が行われた。 

 

【討議事項】 

●財政制度等審議会・財政制度分科会資料に

ついて 

神野会長より、財政制度等審議会財政制度

分科会資料が紹介された。 
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金額単位：円  

11

月

事

業

報

告 

種目 件数 取扱高 前年同月比 種目 件数 取扱高 前年同月比 

融 資 0 病院   牛 乳 1 病院 18,958 △2,000 

寝 具 25 病院 6,724,611 △86,562 防 虫 0 病院   

白 衣 19 病院 7,226,983 △1,665,856 保険（手数料収入） 21 0 

患者衣 7 病院 649,363 9,746 飲料（手数料収入） 5,779 317 

パ ン 0 病院   その他（手数料収入） 0 △3,739 

 

 

１１月理事会について 

 

１ 日  時 令和７年 11月 27 日（木） 

14：00～14：40 

２ 場  所 兵庫県医師会館６階 

第２、３会議室 

３ 役員総数 理事８人、監事２人 

４ 出席理事 ６人（うち本人出席５人） 

（うち議決権行使書出席１人） 

５ 出席監事 ２人 

６ 理事会の成立 

定款第 49条の規定により、理事長 西 昂

が議長に就任、理事会の成立を報告し、直ちに

議事に入った。 

７ 議  題 

⑴ 議案事項 

① 重複会員の出資金返還等について 

議長は、事務局長から、同一法人で重複加入

していた 10法人について、全ての法人から重

複解消に了解を得たことを報告させたうえで、

出資金の返還について慎重審議の結果、速や

かに返還することを全員一致で承認した。 

② リース事業展開に向けた計画検討について 

議長は、事務局長から組合所有資金を有効

に活用するための電動ベッド等のリース計画

案について説明させ、慎重審議の結果、リース

に関する事業規模等の基本的な事項について

は原案通り全員一致で承認した。 

また、リース需要の把握、ベッドメーカー２

社に絞っての機種選定のためのアンケート調

査等を行うことを決定した。 

なお、ベッド機種選定のアンケートについ

ては、１月理事会で調査内容を協議し、離床セ

ンサーについては、ベッド一体型でないもの

を含め情報収集して１月理事会で報告するこ

とを承認した。 

③ 当面の間の資金活用について 

議長は、事務局長から当面の間の対応とし

て、複数銀行に分散している組合所有の余剰

資金を集約したうえで、１か所の銀行で３ヶ

月定期預金とすることを説明させ、慎重審議

の結果、全員一致で承認した。 

④ 来年度役員改選への対応について 

議長は、事務局長から来年度役員改選に向

けてのスケジュール案等を説明させ、慎重審

議の結果、原案のとおり進めることを全員一

致で承認した。 

⑤ 組合への新規入会について 

議長は、事務局長から、個人開設であった

「とくなが病院」の医療法人化に伴い、新法人

から新たに当組合への加入申請が提出された

ことを報告させ、慎重審議の結果、全員一致で

加入を承認した。 

⑵ 報告事案 

① 10 月度事業及び収支について 

18



事務局長より、資料に基づき 10月の組合活

動状況等の報告があった。 

② 組合ホームページ開設について 

事務局長より、11月 19 日から組合ホームペ

ージを開設したとの報告があった。 

③ 組合からの脱退について 

事務局長より、医療法人若葉会から脱退届

が提出されたとの報告があった。（脱退後の会

員数 114（重複加入整理後）） 

報告事項について、議長は質問、意見を募っ

たところ、商品斡旋について、Web 上から発注

可能なシステムへの改善を求める意見が出さ

れた。 

また、基準寝具等の組合員への斡旋価格に

ついて、事務局で現状把握に努めるよう理事

長から発言があった。 

④次回役員会について 

定例理事会 

令和８年１月 15日（木）14：00～14：50 

兵庫県医師会館６階 第１会議室 
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斡
　
旋
　
及
　
び
　
取
　
扱
　
い

基 準 寝 具 及 び
白衣・患者衣の賃貸 ○ワタキューセイモア㈱

牛 乳 ○㈱共進舎牧農園
ねずみ・衛生害虫防除 ○アペックス㈱

自動販売機による飲料 ○㈱チェリオCo.、ダイナミックベンディングネットワーク㈱
��㈱アペックス西日本

保 険 代 理 店

○損害保険ジャパン代理店
�（組合募集代理店…㈱インシュアランスサービス）
�兵庫県民間病院協会の会員病院、従業員を対象とした自動車保険・
火災保険等の取扱い

○アフラック生命保険株式会社
��（組合募集代理店…㈱エイフ）
��組合員病院、従業員を対象とした集団扱い商品（がん保険）の取扱い

自 動 車 リ ー ス ○㈱イチネン
院 内 シ ス テ ム 導 入・
電 気 工 事 等 ○㈱ヒューマンスピリッツ

家庭常備薬、サプリメント
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱諒和
�組合員病院の職員の福利厚生及びその家族の疾病予防、健康増進の
一助として、年２回程度斡旋実施

紳士服、レディース用品
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱青山商事と提携
��「洋服の青山」で買い物時、「AOYAMAタイアップカード」（入会無料）
の提示により、通年、10％の割引（割引セールの場合は割引後の価格
から）が受けられる。（福利厚生の一助として）

看護師グッズ通信販売
（対象：特別法人入会が条件）
※ 病 院 ご と の 発 注

○㈱ナースステージと提携（京都府病院協同組合との協働事業）
�㈱ナースステージの特別法人会員にご入会いただくと、通信販売
「アンファミエ」商品をご購入金額にかかわらず 10％割引

引 越
（対象：�組合員病院及び組合

員病院の全職員）

○㈱サカイ引越センターと提携
�「特別割引専用ダイヤル」（TEL0120-56-1141）で申込むと、特別優待
割引(引越基本料金の20％以上割引。但し3月15日～4月15日は除く)
が受けられる。（福利厚生の一助として）

※�上記以外にも、病院運営に役立つ物品・機器の紹介や斡旋をおこなっています。
�ホームページからお気軽にお問合せください。公式サイトURL：https://hgbyokyoso.com/

　組合員数　　114
　理 事 長　　西 昂（医療法人康雄会　西病院理事長）
　専務理事　　鄭　　　正　秀（医療法人社団博愛恵秀会　神戸博愛病院理事長）
　常務理事　　森　村　安　史（医療法人樹光会　大村病院理事長）

・�協同組合には 10 万円の出資金のみ拠出いただければご加入できます。ご加入後は年会費など頂戴する
ことはありません。

・�取扱い業務並びに組合加入その他詳細は協同組合事務局へお問い合わせください。

協同組合事務局・ＴＥＬ（078） 230 − 2525　
ＦＡＸ（078） 230 − 2526　

業 務 案 内

　　兵庫県病院協同組合（設立昭和 37 年）
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